
定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、原材料価格の高止まりや輸出の鈍化により、

企業収益が悪化して設備投資が伸び悩み、加えて世界的な金融不安の高まりから、景気後退への

懸念が一層強まってまいりました。

このような経済環境の下、当社グループにおきましては、産業機械事業は顧客の設備投資見直し

による計画延期や中止により前年同期を下回りました。これまで増勢を維持してきた冷間鍛造事

業及び電機機器事業でも景気後退の影響が顕在化し、車両関係事業では、厳しい新車販売環境の

なか、前年同期を上回る業績をあげることができましたが、グループ全体では減収となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は112億２千５百万円（前年同期比2.8％減）とな

りました。売上高の減少に加えて、産業機械事業での価格競争による収益低下の影響から営業損

益は３百万円の営業損失（前年同期は８千７百万円の営業利益）となりました。これに受取配当

金等の営業外損益を加えた経常利益は３千万円（前年同期比74.8％減）となり、四半期純利益は

投資有価証券売却益を特別利益に計上したことにより、１億１百万円（前年同期比42.4％増）と

なりました。

 

〔産業機械事業〕

産業機械事業では、製品原料や包装資材のコスト増加が顧客企業の収益を圧迫し、また景気後退

への懸念から設備投資に対して慎重な姿勢の顧客が多く、計画の延期や中止が予想を上回って発

生する厳しい受注環境となりました。加えて、売上予定物件の一部が10月以降にずれ込んだこと

も重なり、売上高は14億５千２百万円（前年同期比31.6％減）となりました。

〔冷間鍛造事業〕

冷間鍛造事業は、納入先メーカーの好調な輸出に支えられて増勢を維持してきましたが、当期に

入ってから輸出鈍化に伴う納入先の生産調整の影響などにより、ＥＵ市場向け電動工具部品や北

米市場向け自動車部品を中心に受注が減少して、売上高は10億４千６百万円（前年同期比3.3％

減）となりました。

〔電機機器事業〕

電機機器事業では、大型ガスタービン発電設備などの設備機器を売り上げることができ、また猛

暑の影響から空調機器等の販売も伸びましたが、主力であるＦＡ関連機器において機械製造関連

などの県内製造業向けの販売が減速したことから全体では伸び悩み、売上高は22億６千２百万円

（前年同期比3.2％増）となりました。

〔車両関係事業〕

車両関係事業では、スバル新車販売部門合計の販売台数は軽自動車の落ち込みにより減少しまし

たが、６月に新たに発売された多人数乗り車「エクシーガ」の販売などにより、販売単価の大き

い登録車が増加しました。加えて、輸入車販売部門のポルシェ車販売が好調であったことにより、

売上高は64億１百万円（前年同期比5.3％増）となりました。　

〔不動産等賃貸事業〕

不動産等賃貸事業の売上高は前年同期並みの６千１百万円となりました。

 

なお、当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四

半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しており、

前年同期とは連結損益計算書の作成基準が異なるため、前年同期比は参考として記載しておりま

す。
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２．連結財政状態に関する定性的情報

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は173億５千９百万円となり、前連結会計年度末から10億

１百万円減少いたしました。

この内、流動資産は81億１千６百万円となり、前連結会計年度末から９億１千７百万円減少いた

しました。この主な原因は、現金及び預金の増加２億５千万円、受取手形及び売掛金の減少16億

２百万円、仕掛品の増加４億９千５百万円です。

固定資産は92億４千２百万円となり、前連結会計年度末から８千４百万円減少いたしました。こ

の主な原因は、投資有価証券の減少９千２百万円です。

負債合計は42億２千５百万円となり、前連結会計年度末から８億６千５百万円減少いたしました。

この主な原因は、支払手形及び買掛金の減少６億１千３百万円です。

純資産合計は、その他有価証券評価差額金の減少等により前連結会計年度末から１億３千６百万

円減少して131億３千４百万円となりました。

 

３．連結業績予想に関する定性的情報

今後も景気後退の進行から、当社グループ各事業を取り巻く環境は更に厳しさを増すことが予想

されます。産業機械事業では、売上時期がずれ込んだ物件は当連結会計年度中に販売の見通しで

あるものの、顧客の設備投資手控えから厳しい受注環境は変わらず、価格競争による収益低下も

続くことから業績は期初の計画を下回ることが見込まれます。ここ数年にわたり業績を伸ばして

きた冷間鍛造事業および電機機器事業においても、冷間鍛造事業における納入先メーカーの輸出

鈍化の影響はいましばらく続き、電機機器事業でも主力のＦＡ関連機器の販売が景気後退による

需要減少の影響を受け、両事業ともに下降局面が続くことが見込まれます。車両関係事業では、

スバル新車販売部門は新車種の市場投入といったプラス要素があるものの、新車販売を取り巻く

環境がますます厳しくなることが予想され、販売台数は期初の計画に対し若干の下振れを見込ん

でおります。

以上によりまして、平成20年10月28日付「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしまし

たとおり売上高及び利益ともに業績予想の下方修正を行い、平成21年３月期の通期連結業績予想

を、売上高242億円、営業利益２億７千万円、経常利益３億３千万円、当期純利益２億２千５百万

円としております。

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しており

ます。

②棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

③税金費用の計算方法

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

会計処理基準に関する事項の変更

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半

期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しておりま

す。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。
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